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今期2011年は新たな中期経営計画（2011年～2013年）の
スタートの年となりました。各部署の職制から中期経営計画に
基づく2011年度の目標と活動計画（マネジメントプログラム）
が力強く報告され部門長総括ならびに社長総括により閉会い
たしました。

4月5日、6日の両日に試作部・製造部
それぞれ2011年度会社方針説明会が行われました。

２つお願いをしたいと思います。１つは『現状維持は退歩』もう１つは『健康に勝る宝なし』飽きるほど聞いたと
言われる方がみえるかもしれませんが、しばらくは同じことを申し上げていきたいと考えています。
近年を振り返ってみますと、リーマンショックによる世界金融危機、東日本大震災とこれまで経験したことのな
い大変厳しい経営環境の中、事業を継続してくることができました。これも中期経営計画に基づく活動を皆さ
んと進め、お客様に認められたものだと思います。
震災の影響によりしばらく厳しい状況が続きますが、健康で一歩ずつ前に進んでいきましょう。

 お二人が入社した時期はバブル経済の頂点から景気が後退し不況の深刻化、雇用不安などを生じてバブルが崩
壊し、当社でも新人の採用などにもしばらく空白が続きました。
　また、その年の１０大ニュースなどを見ますと、１月に湾岸戦争の勃発、５月には横綱 千代の富士の引退、６月には
長崎県雲仙普賢岳で大火砕流の発生、１１月に宮沢内閣が成立するも１２月にはソビエト連邦が消滅するなど、国
内外を問わず大変な事件が発生しました。
　お二人は、そうした試練を乗り越えて今日に至る 株式会社 長坂を支えて下さいました。
　今後益々のご活躍をお祈り致します。

～新たな中期経営計画がスタート～

≪社長総括の要旨≫
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年間カイゼン優秀賞

各部で年間提出件数が最も多かった方 製造部 製造1課の年間品質優秀賞には

が受賞されました。
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試作部 試作1課  松井 崇 さん　
製造部 製造1課  杉山 真悟 さん

仲 圭一朗 さん　
角谷 昌之 さん

年間を通じて効果的なカイゼンを数多く提出し、業務の効率化に著しい効果をもたらしました。

年間件数優秀賞 年間品質優秀賞

社外クリーン活動 3/8(火) 7：50～8：20

【活動成果】

燃えるごみ4袋,ペットボトル8本

空き缶9本,空き瓶8本 でした。

目標は全員が防災備品の操作方法をマスターすることです！想定外を無くしましょう！

5/15(日)亀の子隊開催予定!

防災備品の操作訓練 3/28(月)

亀の子隊員随時募集中です！

重たいよ～！！

定期健康診断
(有機溶剤健

診)

4月22日(金
)

春の交通安全
県民運動

5月11日(水)
～20日(金)

社外クリーン
活動

5月17日(火
) 7：50～8：

20

次回の参加を
お待ちしてお

ります。

亀の子隊

5月15(日) 1
0：00～11：

00

内行事掲示板内行事掲示板
長

内行事掲示板坂 社社
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『彫刻機とバンドソーが併設されており、同時に稼動さ
せた場合、彫刻機駆動用ベルトに作業者が巻き込まれ
る恐れがある。』

当初の配置では、機械に巻き込まれる可能性があり、重大なケガに繋がる恐れがありましたが、作業者がどのよう
な体勢でも物理的に接触しないような対策が施されました。

『駆動用モーターの位置を変更し、また、バンドソーの向
きを変えて、接触防止策を図った。』

『常夜灯として常時使用すると共に、常夜灯であることの
明示をした。』

Point

更衣室までの階段は、日中でも足元が暗い為、階段を利用する際は、照明をつける必要がありました。そのため、電
気の切り忘れが度々発生し、週番においても指摘がされていました。そこで、逆転の発想で、『電気を消す』のでは
なく、常に照明を点灯させる『常夜灯』として、活用することになり、転倒による怪我のリスクを低減しています。

Point

『更衣室への階段照明の切り忘れがある。』

集集集集集集集集集
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～その推進母体の安全衛生委員会～～その推進母体の安全衛生委員

７月１日～７日全国安全週間

１．全国安全週間

２．安全衛生委員会

（１） 起源と目的
全国安全週間は、昭和3年（１９２８年）に初めて実施されて以来、「人命尊重」という崇高な基本理念のもと、
「産業界における自主的な労働災害防止活動を推進するとともに、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の
定着を図ること」を目的に、一度も中断することなく続けられ、本年で84回目を迎える。

（１） 起源と目的
『労使が対等な立場で、職場の安全衛生に関する調査と審議を行い、職場の安全かつ快適な労働環境を進めて
いく機関』で従業員数50名以上の企業には、安全衛生委員会の設置が法律によって義務付けられています。

（3） まとめ
『私は委員会に参加していないから無関係』では無く、『もしかしたらこんな所でケガをするかも』、『もう少し
で事故に繋がるところだった』など、上記のような意見の打ち上げが、職場内に潜むリスクの低減に繋がって
いきます。健康な身体で家族の元へ帰宅することは当たり前のようにも思えますが、現状、労働災害で亡くな
られる方は後を絶ちません。より良い職場環境づくりを目指すためにも、現場の生きた情報が、いかに重要で
あるかが、今回の説明で多少は、お判りいただけたことかと思います。

（2） 当社では
ⅰ）月に１回第３木曜日に開催され、社長を委員長として副委員長、産業医、衛生管理者、安全管理者、安全衛
生推進責任者、従業員代表および事務局で構成されています。また、皆さんから報告･指摘していただいた
『ヒヤリ・ハット報告』、『安全週番』などの情報をもとに、委員全員による職場パトロールを実施し、改善
検討が必要であれば担当者を決めて処置を施し、職場内の災害を未然に防止します。

ⅱ）安全週番指摘事項の対策事例

『平成２３年度 全国安全週間実施要綱』にもとづき当社に見合った実施計画を立案し『安全衛生委員会』で
審議・承認の上、実行されます。

（2） 平成２３年度のスローガン

（3） 主な実施内容

「安全は 家族の願い 企業の礎 創ろう元気な日本!」
あんぜん かぞく ねが きぎょう いしずえ つく げんき にっぽん

ⅰ）当社における実施事項






